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レーダーによるマグロ延純の探知について（第２報）

源河朝之

OntheDetectiveEffectoftheRadaruponthe

LocationoftheTuna-Long-Line（２）
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1．緒 目

Radarによる小目標の探知距離，及び反射強度等については種々の細密な実験研究の発表が

あるが，筆者は実用試験により鮪延細の流失防止を試ふんとするものである．

第１報に引続いて第２報として其の後に行った実験結果について述べる．

第１報に於ては主に本学部練習船かごしま丸による母船式小型漁艇操業実習中に;行われた，

天候良好な条件での実験:結果について述べたのであるが，天候悪く風浪高い場合の操業中が切

断流失の危険が多いので，此の点に着眼し比較的荒天の際に如何に流失防止，早斯発見に役立

てるかに研究の要点を置いた．特にCorner-Reflectorの風圧による傾斜（即ち水面上の高さ

の低下防止）を如何にして少くするかに留意し実験研究を進めた．

本実験は筆者が本学部練習船敬天丸（昭和29年２月竣工，265噸，デーゼル機関500馬力

１基，写真１参照）に船長として航海に従事した昭和３１年１月～３月の印度洋航海実習中,帰

校後碇泊中，及び昭和31年７月～９月の赤道海域実習中，になされたものであり，文部省科

学研究助成補助金を得て行われたものである．

２．予備実験とその考察

Corner-Reflectorを使用せずに，好天候（風力０～１，波浪０）に延細のガラス王浮標，ダ

ルマ灯，等がRadarにどの位の距離まで現れるかを実験したところ写真Ｚ，の様に大約２．０

Mile位迄であったが（第１報Sketch参照）天候の種々の変化には同様な期待は得られない

(写真１）
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映像約３．８Ｍｉｌｅの距離

源河朝之：レーダーによるマグロ延細の探知について（第２報）
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過去の実験結果よりCorner-Reflectorの反射能率が普通考えられる材料別によってどの様

な結果を示すかを知る為，写真３，の様な同型三種のReflectorを作成し，水面上の高さを約

3ｍとし鹿児島湾内で反射能率の実験を行った結果，何れもその探知距離に大差なく最大探知

距離，3.7Ｍｉｌｅを得たが，当日は好天で風浪何れも０～１であった．

以上の実験で軽量のアルミ板が材料として適当であると考えられた．尚，反射距離を増大さ

せる為,更に写真４の様な大型３種（銅製金網,アルミ板製,アルミ板製に厚さ0.1ｍｍのビニー

ル覆を取付けたもの）を作り，竹竿との取付部にBall-Bearingを朕めて自由に回転できる様

にし水面上の高さを約３．２ｍとした．

実験の結果,最大探知距離はビニール覆付アルミ板製では5.5Mile,アルミ板製では5.0Mile，

銅製金網では４．５Ｍｉｌｅであった．レーダーに写った状況を写真５に示した．

予備実験の結果から，材料は軽くて取扱の容易なアルミ板を使用すれば，水面上の高さを或

程度迄高くする事に役立つと考え，風圧による傾斜を出来るだけ避けるためビニールを円型に

覆せ,竹竿との取付部にBall･Bearingを取付けて回転自由とし,実用操業実験を試みたら最も

好ましいと思われた．前述のビニール覆製のReflectorの最大探知距離がいくらか良いのは，

それに取付けた竹製枠の反射が加わるのではないかと思われる．ReHector無しでビニール覆

の承の反射実験では，Radarにはビニールによる映像は現れない事を確認した．

３．実用実Ｉ験とその考察

予備実験の結果，Corner-Reflctorは材料としてアルミ板(厚さ0.5ｍｍ）を用い,直径40ｃｍ

の丸型を作成し，写真６の様に長さ4.7ｍの竹竿端に差込承,水面からの高さを約3.2ｍとし,水

面には直径３３ｃｍのガラス玉浮標２個を取付け,下端に約２０ｋｇの丸石を吊下げ,出来るたけ

直立して釣合う様に工夫し,敬天丸が赤道海域に出漁した際,実用実験を試ふた．
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昭和３１年８月４日,鮪延縄投糊終了後,細端に前記のCorner-Reflectorを取付け,肉眼（双眼

鏡利用）及びRadarによって揚締時迄約６時間監視中に次の実験結果を得た．

船体が風流圧によって流され，漁具より遠ざかるにつれて見えにくくなり７倍双眼鏡を用い

ても2.5Ｍｉｌｅで見失ったが，Radarでは最大探知距離５．６Ｍｉｌｅまで探知出来た．尚,実用距

離として４５Ｍｉｌｅ迄は探知が容易である．当日は天候曇,風力４，波浪３，ウネリ２，で船体は

かなり動揺していた．

翌５日には投細後監視中延締が風上及び風下に在る場合の探知距離について実験を行った

が,風下に在る場.合が探知能率は良く約0.5Ｍｉｌｅの距離差を認めた．風下の場合の探知実験で

は最大探知距離４２Ｍｉｌｅで実用距離としては3.5～４０Ｍｉｌｅであった．

双眼鏡では最大視認距離2.2Ｍｉｌｅ位迄であったのでRadarによる探知能力の方が良い事

がわかった．当日は天候Ｂ､Ｃ,風力５，ウネリ２で波浪高く船体はかなり動揺し,前日の実験より

気象状況は悪かった．

以上の実験中に写真７，８，９，１０，１１を得たので参考に供する．

上述の実験結果によって風力４～５の荒天操業の際にも，前述のCorner-ReHctorを取付け

れば漁具監視に充分役立つと確信する．

流失防止の実際例を参考までに挙げる．昭和３１年８月５日投締終了後,Radam及び肉眼で

監視しながら揚細時を待ち，揚締開始時間となって機関用意を令し，目標のCorner-ReHector

に向う際,突然強いスコールが来襲し視界全く不良となり，目標を見失い直ちにRadarによっ

て探索したところ,左舷15.,1.5Ｍｉｌｅの位置に探知しその誘導によって漁具端に到着し揚緬す

る事が出来た．当時風速１７ｍ/sec，波浪４，で船体はかなり動揺していた．

以上は早期発見の一例であるが，Radarによる探知が出来なかったとすれば，延締発見には

相当困ったことへ考えられる．
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使用カメラ，ニコンＳ２，オートアップ（１ｍ～50ｃｍ）取付，高さ58.5ｃｍの

ポール紙製空胴を作り上縁にカメラを接着させ，Ｆ5.6,4～５秒にて撮影，使
用フイルム，サクラSSS，印画く理ナ２号．

今後引続き実験研究を重ね，Reflectorの取付間隔及び探索要領等について理想的な方法を
樹立したい

尚,強風下の使用に耐え,而も長期間使用出来る様に材料の吟味と作製法に工夫を加え，実用

試験を重ねて理想的な副漁具として鮪延縄操業に役立てたい

４．結、び

実験研究の結果から次の事が云い得る．

１．実験に使用されたCornerReHectorは強風,荒天下（風力４～５，波浪３～４）に於ても

４～5Mileの探知距離で流失防止に役立つ事が畷る？更”…
２．第１報の結びで述べた事項が更に強化された．

３．夜間操業に於ても切断流失の不安が少くなった．
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４．実用探知器具としてのCorner-Reflectorは反射面積の増加には限度があり，従って水面

上の高さを増して風圧による傾斜を出来るだけ少くし,材料の腐蝕防止及び強度の増大,取扱

の簡易等の点で更に研究の要がある．

終りに御指導御鞭捲を戴いた本学部金森教授,高橋教授,皆元教授,盛田助教授,Reflector作

製に御協力下さった機械工場の諸氏，実験に御尽力下さった敬天丸航海士各位並びに乗組員の

方々に深く感謝の意を表する．

源河朝之：レーダーによるマグロ延縄の探知について（第２報）

Upontheocean，underthetremendouspressureofwildweather，ｉｔｈａｓｂｅｅｎ

ｂｅｙｏｎｄｈｕｍａｎｐｏｗｅｒｔｏｐｒｅventthetuna-1ong-linefrombeingｓｎａｐｐｅｄａｎｄｌｏｓｔ

ａｗａｙ･

Ｉｎｔｈｉｓｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔ，theinstallationofcorner･reflectorenabledus，withinthe

practicaldistanceof4～５miles,ａｎｄｕｎｄｅｒｔｈｅｓｔｒｅｓｓｏｆ４～５wind-power,toinspect

andsearchthelong-1ineconditionstopreventitssnappingawaysuccessfully･

Theitemsreportedonthefirstpaperwasadvanced；withaprospectpromising

usasafeandsecuredmanipulation，underthedarknessofnight，withoutanyfear

oflong-line，ssnappingaway・

Ｔｈｅfurtherresearchwillberewardedbyanadvancedandmorepractical

methodofsecuringthelong-1inemanipulation，sstability．
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